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プロジェクトの概要と研究成果 

１．プロジェクトの概要 

平成１８年１２月に我が国における戦後約６０年間の教育指針であった教育基本法が

改正された。その教育目標のひとつとして、「我が国の伝統と文化を基盤として国際社

会を生きる日本人の育成」が明記された。この教育基本法改正を踏まえて新しい学習指

導要領の検討が中央教育審議会においてなされ、本年３月に文部科学省から新しい幼稚

園教育要領、小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領等が公示されたのである。こ

の新学習指導要領では、「確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する『生き

る力』」の育成を理念として、伝統と文化に関する教育が重要な役割を有するものとさ

れている。そして、学校教育の教育課程においては、国語科の古典、社会科の小学校歴

史学習、中学校の地理･歴史・公民の三分野、技術・家庭の伝統的な生活文化、音楽科の

唱歌・和楽器、美術科の我が国の美術文化、保健体育科の武道などの内容が充実事項と

されている。 

平成 23 年度からは小学校、平成 24 年度からは中学校において新学習指導要領の内容

に基づく伝統と文化に関する教育の具体化が切実な課題となる。この課題に対しては、

国及び各自治体において先駆的に実践研究がなされている。例えば、平成 17 年度から東

京都教育委員会では「日本の伝統・文化理解教育推進事業」が始まり、推進校（60 校園）

の幼稚園、小中高、特別支援学校において教育研究を進展させている。さらに、国立教

育政策研究所の「我が国の伝統文化を尊重する教育に関する実践モデル事業」が、全国

の小中高の研究推進校（100 校程度）において実施されている。また、東広島市と静岡



 

 

県島田市では地域の全小中学校において推進されている。高等学校においては平成 19

年度から都立学校における学校設定教科・科目として「日本の伝統・文化」、兵庫県で

は高校設定科目としての「日本の文化」が実践されている。また、平成 20 年度からは埼

玉県の高校設定科目「伝統・文化」が始まっている。しかしながら、これらの先行研究

は各推進校における実践研究に留まり、「伝統と文化」に関する教育の目標論としての

学力形成の性格、教育課程の編成、授業実践の方法に関する理論的研究が着手されてい

ない現状である。したがって、これらの先行授業事例を参考に我が国における「伝統と

文化」に関する教育の実践研究を根拠づける理論的研究の推進が求められる。 

本研究は、今後の我が国の重要な教育課題である「伝統と文化」に関する教育を理論

的・実践的に推進するものである。研究目的としては、東京都、東広島市、島田市など

の「伝統と文化」に関する教育の先駆的地域の実践を研究対象として歴史研究、理論研

究、比較研究、実践研究、心理研究の方法に基づき、次の８事項を具体的に設定してい

る。 

①  日本と外国における「伝統と文化」に関する教育の教育課程と授業実践に関する資

料収集とそのデータベースを開発する。  

②  日本と外国における「伝統と文化」に基づく教育の授業実践の中からモデル授業実

践を撮影し、デジタル映像記録を作成する。 

③  日本における「伝統と文化」に関するモデル授業実践の授業内容と授業方法を歴史

研究、理論研究、実践研究の方法によって解明する。 

④  日本における「伝統と文化」に関するモデル授業実践に関与している学習者の学力

を心理研究の方法によって解明する。 

⑤ 日本における「伝統と文化」に関する授業実践の研究成果を外国における調査研究

成果と比較し、教育課程の編成と授業実践の共通性と相違性を解明する。 

⑥ 日本と外国における「伝統と文化」に関する教育課程と授業実践の研究成果を国内

外の研究者と教育者による研究発表交流会を実施する。 

⑦ 日本における「伝統と文化」に関するモデル教育課程とモデル授業実践を開発する。

⑧ 「伝統と文化」に関する教育の研究成果を図書として刊行をする。 

 

２ プロジェクトの研究成果 

本プロジェクトは、戦後約 60 年間の教育指針であった教育基本法の改正を受けて改訂

された新学習指導要領に基づく教育改革と平成 17 年度から実施されてきた「伝統と文

化」に関する教育の先駆的取組の動向を視野に、今後の我が国の重要な教育課題である

「伝統と文化」に関する教育を理論的・実践的に推進するものである。その為、東京都、

東広島市、島田市などの「伝統と文化」に関する教育の先駆的地域の実践を研究対象と

して歴史研究、理論研究、比較研究、実践研究、心理研究等の総合的方法に基づく研究

となっている。そして、研究組織は教育史、教育方法、教科教育、教育心理等の研究者、

東広島市と島田市の教育実践者、さらに海外の教育研究者も含めた構成となっている。

 平成 21 年度では、伝統と文化に関する教育実践を観察・調査することを主目標として、



 

 

文献・事例の収集・蓄積と先駆的地域の概査に基づいてＷＥＢデータベースの開発を行

った。平成 22 年度では、伝統と文化に関する教育実践を解明することを主目標として、

各構成の問題関心を踏まえた歴史研究（芸道稽古論）、理論研究（実践から理論解明）、

実践研究（理論から実践開発）、心理研究（学習意識と学習効果の調査）、比較研究（韓

国と中国における動向）を推進した。平成 23 年度では、伝統と文化に関する教育実践の

研究成果を公表することを主目標として、学会での発表と研究成果の刊行を行った。こ

のような研究期間において、構成員会議を毎年実施（平成 21 年度５回、平成 22 年度４

回、平成 23 年度２回）し、単著、編著、学会論文、国内外での学会発表、雑誌論文など

100 を超える研究成果を公表している。これらの研究成果の核として、平成 24 年３月に

『「伝統と文化」に関する教育課程の編成と授業実践』（風間書房）が刊行されたので

ある。なお、本著については「日本教育新聞」（平成 24 年 5 月 7・14 日）の書評におい

て紹介されている。 

このような本プロジェクトの研究成果の意義としては次のことが指摘できる。 

①本研究では「伝統と文化」に関する教育の先行事例を収集し、データベースを開発し、

伝統と文化に関する教育の研究情報を社会的共有システムとして活用できる研究環境

を構築していること。 

②本研究では「伝統と文化」に関する教育を歴史研究、理論研究、実践研究、比較研究、

心理研究等の方法に基づいて研究し、過去・現在・未来という時間的関連、地域・日

本・諸外国という空間的関連、教育者と学習者の心理的関連を視野に、教育実践の総

合的研究を推進していること。 

③本研究では総合的な学習の時間における授業実践だけでなく、国語、社会、音楽、美

術、体育、家庭などの各教科における授業実践と教育課程の編成も研究対象とし、教

育課程としての教科と教科外の関連、教科指導における指導方法と学力形成との関連

も研究していること。  

④本研究では外国（韓国と中国）における「伝統と文化」に関する教育研究も取り入れ、

日本の「伝統と文化」に関する教育研究との比較によって「伝統と文化」に関する教

育の理論と実践を国際的視野から検討できること。 

⑤本研究では「伝統と文化」に関する教育研究の視点を踏まえて、東広島市と島田市な

どの地域の学校との協力関連に基づいて研究し、教育研究の成果が地域における学校

づくりと地域づくりに活用できること。   

⑥本研究では研究成果を国内外の研究者と実践者との研究発表の場を設定し、研究成果

を図書刊行によって公開し、研究成果が限られた研究者のみに提示されるのではなく、

国内外の多くの教育関係者の関心を誘発できること。 

 

なお、本研究の基盤となる「伝統と文化（和文化）教育実践 WEB データベース」の URL

は、次のようになっている。  

http://28.pro.tok2.com/~hyogoshakai/wa/index.html 
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